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紅藻の色素蛋白質に関する研究

第2報 フィコエリスリン及びフィコシアニンの塩酸による

可視部吸収スベクトルの影響

五十嵐久市・細谷勇治

(北海道大学水産学部水産化学教室〉

Studies on Chromoproteins of Red Algae 

II. On the effects of hydrochloric acid upon the abso叩tion

spectra of phycoerythrin and phycocyanin 

Hisanao IGARASHI and YCzi Hosoy A 

Abstract 

The authors studied the effects of several HCl concentrations upon the visible ab鈎rption
spectra of phycoerythrin and phycocyanin. 
After HCl hydrolysis some differences could be found between the phy，むoerythrinsfrom 
Laurenda glandulぴ'eraand Neodilsea yendoana. 
Phycoerythrin and phycocyanin have changed into the same absorption spectra with 35% 

HCl at 80oC. aftef a half hour. 

緒言

プイコエりスリ y及ひ'アイコシアニシは，その試桝によって多少差異はあるが，夫々特有の吸収スペグト

ルを示す。この段収スペグトルの特徴は，暗所冷温で長期間菱化せず，比較的安定している。 Lemberg1)2l

によると，之等の色素蛋白質の色素部と蛋白部の結合は，へモグロピyの場合より強い結合力を示し，ベプ

チィド型の結合をしているのではないかと推定されているが，色素害容を蛋白部から分離する際，酸・アルカ

P・酵素等の影響によって，可視部吸収スペクトノLに愛化を生ずることを認めている。之等の汲収スペグト

ルの愛化と色素成分との関連性は，甚だ興味ある問題であるので，著者等は各種濃度の塩酸を作用させて，

その温度及び時間の差による可視部既収スペクトルの変化について実験を行った。

実 験

試斜として，前報3)の知く硫安による分別沈波法を用いて精製分敵したアカパ (Neodilseayendoana)よ

り得られた4田， 540， 570m，"に夫々 段収max.を有するブイコエリスリ yと， 560， 610mμに夫々妓収max.

を有する 7 イヨシアニシ及びオオソゾ (Laurendaglandulifera)より得られた 495，545， 565mμ夫々吸収

max.を有するブイコエりスリ yを用いた。

各試料19をとり， 3.5%， 10%及び35%HClを夫々50cc宛加え，窒素気流中で逆流冷却穏を附して加熱

後，直ちにベッグマy光電光度計を用いて，その可視都吸収スペクトルを測定した。、加勢処理は 200Cで24

時間，一旬。Cの比較的高温度では5分， 30分の短時間行った。

実験結果蛇に雰襲

各試斜は夫々の加熱温度及び加熱時間によって，臭った色調の菱化が認められたが，その愛化の状態は第
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1，第2，第3表に表示した灼《であるー

Table 1. Changes of the color tohe ofphycoerythrin fOfIh Neodilsea yendoan沼 withHCl 
士でて二三二壬三=竺=士士三二二--ご=-=-てニニー一一一 二二二二二 τ=← 二ニニ ーーー

HCl Concentration 
Temp. Time 

3.5%. 10% 35% 

200C 24hr. conjugated. ppt. |叫ugatedppt. reddish purple 

800C 5min. conjugated ppt. 1附四ddishpur山 blue 

800C 30min. conjugated ppt. |開leroyal purple bluish green 

Table2. Ch回 gesof the ∞lor tone of phyciJerythrin from Laurencia glandu/ifeta with HCl 

HCl Concentration 
Temp. Time 

3.5% 10% 35% 

200C 24hr. conjugated ppt. pale red deep reddish brown 

800C 5min. reddish purple pale brownish red brownish purple 

800C 30min. reddish purple brownish purple brownish green 

Table 3. Changes of the color tone of phy∞cyanin from Neodilsea yendoana with HCl 

HCl Concentration 
Temp. Time 

3.5% 10% 35% 

200C 24hr. reddish purple reddish purple reddish purple 

400C 10min. be empurpled bluish purple purtlish blue 

800C 5min. purplish red royal pnrple reddish blue 

800C 10min. 民 empurpled more bluish greenish blue 

旬。C 30min. 、moreempurpled reddish blue deep bluish green 

即ち，アカパとオオソグより得た両ブイゴエリスリ yを比駿すると，各濃度HCIで200C，24時間及び800C，

5分及び30分加熱した場合， 3.5% HCl処理に於いて，アカパでは何れも不溶性の凝固沈波を生ずるが，オ

オソゾでは，旬。Ckこ加熱すると，赤紫色の水溶也劫質になる。また10%HClによる200C，24時間処理に於い

て，アカパでは不溶性の凝固沈践を生ずるが，オオソゾでは，青赤色の水溶性物質に変化した。 35%HClに

よる30分処理に於いて，アカバでは青緑色になるが，オオソゾでは褐緑色になる。

アカパより得たアイコシアニ yでは， 3.5%及び10%HCI処理により，赤色を帯びた物質に変化するが，

35%HCIにより800C，30分処理した結果は，同じ試料より得たアイコエリス!J;/の場合と殆んど同様の青燥

色を呈する物質になる。

之等の互老化は，温を形成する為でもあろうが，色素部と蛋白部の結合状態がZ老化するこ之による為であろ

うとも考えられる。即ち， HCl処理後の色素液を amylalcoholで抽出すると，青(緑〉色のものは完全に溶

出されるが，赤色のものは全く溶出されず，赤青色の場合は青色のもののみ溶出された。また色素液を中和

し瀦過後， 8倍量の e~hanol を加えると，ー赤〈紫〉色のものは，着色沈搬を生ずるが青色のものは洗慣を
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生じなかった。

以上の結果の主な吸収曲線の菱化を表示すると第1-5図の如くなる。
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Fig.2. Changes of absorption spectra of phycoery-
thrin from Neodilsea yendoan四 withHCl 
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Fig.5. Changes of absorption spectra of phyc∞y-
anin from Neoiilsea yendoana with 35%HCl 
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Fig.6. Absorption spectra of amylalcoho! fraction 
extracted from 35%HCl. 8OoC，雪Omin.hydrolysate 
--phycoerythrin from Laurencia glandulifera 
"....岡田phycoerythrinfrom Neodilsea yendoana 
.........・phycocyaninfrom Neodilsea yendoana 

即ち，オオソゾのプイコエリスリシでは，第1図の如く， 3.5%.10%HClで処理したものは， 545.560mμ 

のmax.が殆んど消失して低い緩慢な曲線を示し， 495mμのmax.は殆んど変化はない。この色素はamylal-

coholには抽出されない。 35%HClで800G，30分処理した場合は， l.kに不溶性の褐色の物質を生じ，瀦液は

淡黄色となり，このものはamyla!coholには不溶でであった。

アカパのブイコエリスリシでは， 3.5.9五，.10%HClで処理したものは，前記の如く色素は不溶性になり，

35%， 80oC， 30分処理の場合は，第2図の如く， 496mμのmax.が消失し， 6∞muに緩慢な max.を生ずる。
この様に，同じ赤色のアイコエリスリシでも異った結果を示すが，このことがアイコシアニ yと共存してい

るものと，そうでなく単独に存在しているものとの差異によって生じたものであるか，または兵る紅藻より

得た色素は異ったスペクトルの菱化を受けるものか論断は出来ないが，甚だ興味あることのように思われ.

る。

アカパのプイコシアェ yでは.3.5.9五HCl処理では，第3図の如く， 610mlJのmax.を消失し， 500mμに新

たなmax:.を生ずる。 560mμのmax.は比較的安定であった。 10%HCl処理では，第4図の如く，何れの場合

も5∞mpfこmax.を生ずるが， 20oC.， 24時間処理の場合は， 540， 5ωmpvニ新たなm鉱.を生じ， 80C。で5分
処理した場合は， 570. 5釦mdこ新たなmax:.を生ずる。 80oC.30分処理の場合は， 570.瑚 mμのmax:.は愛ら

ないが，その吸収係数は5分の場合より主主かに大になる。 35%HCI処理では，第5図の如く， 20oC，24時間

の場合は， 50Om，uと567mμにmax:.を生ずる。旬。C，5分の場合では5∞mμのmax.が甚だしく低くなり， 5卯
mμは緩慢なmax:.を生じ，更に鈎。C.30分処理では， 5'∞mμのmax.は消失し， 560. 5鈎m，.vこ小さなmax:.が認
められた。

各試棋を35%HClで8OoC.30分処理後， amylalcoholで抽出して得た溶液の吸収スペグトルを第6図に示

した。即ちオオソゾの7イコエリスリ yより得たそれは，褐緑色を示し，特色ある max.を示さなし、。アカ

パの同色素より得たそれらは，共に青緑色に互老化し僅かに500mμ及び610mμに小さなmax.が認められた。

Lemberg4;はブイコェリスリ y及びアイコシアニシのHCl分解により得られた色素部を，夫々アイコエリ
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スロピ]}:/，ブイヨシアノピリ y と意思し，前者は後者が還元されたものと問ーであることを認めている。著

者等の実験では，両色素を各種濃度のHCIで処理した場合，夫々臭った吸収スペグトルの反応を示したが，

HCI濃度，加熱温度加熱時聞を夫々高めた場合 (35%，8OoC， 30分〉ほほ同様の吸収スペグトルを示す物質

に変化するという結果になった。以上のことについては，更に変化生成物を分離確認して初めて断言出来る

ものといえよう。

要 約

各種濃度のHCI処理によるプイコエリス]):/，アイコシアニシの可視部I!&収スペグトルに及ぼす影響を調

べた。その結果，オオソグとアカバより得たアイコ且リス]}:/では，その特有スペグトルはほぼ同じである

が，具なる彰饗を受けることが認められた。

また，ブイヨエリスリシ，フィコシアニνは夫々異った特有スペグトルを有しているが， 35%HCI;800C， 

30分処理により，ほぼ同様の段収スペグトルを示す物質に菱化した。

本研究は文部省科学研究費によって行われた。
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